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高精度の文字認識技1術で、
lT社会に F手書きJの良さを伝える.

アイラボ株式会社
アイラボ (本社 1東京都小金井市、堀口昌伸 仏

だ。ベースになる技術は、東京農工大学の中川]

ンライン手書き文字認識技術 (特許保有 )。 世界

「手書き」とlTを 融合 し、様々な分野での応用そ

レット端末が爆発的な普及を見せ、個人の生活1

技術が様々な場面で活用される可能性がある。

■ 農工大発ベ ンチ ャー

アイラボの主なサービスは、①高精度文字認識エンジン

の提供、②手書 きアプリケーションや手書 きツールの開

発・提供― である。事業の主なビジョンは、高精度の手書

き認識技術をベースとして、手書きインターフェースと価

値創出のアプリケーションを独自の技術 として確立するこ

と。また確立された技術を通して、様々な市場やビジネス

を喚起することにある。「人間の知的活動にふさわしい手

書きと情報技術の融合を図るJと の企業理念を掲げ、世界

最高水準の手書き認識技術をめざしている。

会社設立の直接のきっかけとなったのは08年 。独立行政

法人科学技術振興機構 (JST)の大学発ベンチャー創出推進

事業に採択された。農工大の中川研究室では08年から3年

間「紙とペンによるユーザーコンピューターィンタラクシ

ョンの開発」というテーマで、認識技術の高度化、ミドル

ウェアの開発、特徴的なアプリケーションの研究開発に取

り組んだ。

」STの大学発ベンチャー倉1出 推進事業は、大学や公的研

究機関の研究成果を基に起業および事業展開に必要な研究

開発を推進するのが目的で、そのための具体的な受け皿が

ベンチャー企業の設立だ。

折しも、スマー トフォンやタブレットを初めとした手書

きのタッチパネル端末の普及が一気に進んだ時期と重なっ

た。中川研究室が11年 3月 に研究開発を終えると、中川氏

と朱氏、卒業生の坂東宏和氏、そして、長年付 き合いのあ

った堀口氏らは同年 12月 に会社設立に踏み切った。堀口氏

は「大学発のベンチャー企業として自信を持って設立に踏

み切れたのは、タイミングもそうだが、これまでの経験 と

仲間の存在が大きい」と語る。

中川研究室では80年代に手書き文字認識技術の研究開発

に着手していた。基本は、人間の倉1造活動を支援するため

に筆記制限を緩和することであった。同時期には関連業界

が母体となって、ペン入力の普及活動として「ペン入力研

究談話会J(現在はヒューマンインタフェース学会)が設立

され、計20回 を超える談話会を開催してきた。この談話会

では各 ITメ ーカー

もペ ン入力に関する

様々な挑戦に取 り組

んできたというが、

ベン入力の製品化は

難しく、様々な試み

は失敗に終わった。

その中で、中川研

究室は90年代～ 00年代に大手メーカーと共同開発体制を

組む一方、独立行政法人情報処理推進機構 (IPA)の 助成を

受け開発を推進するなど、精力的に研究を進めている。こ

の時期に、膨大な手書 き文字パ ターンの収集、筆記市1限 の

一層の緩和や高精度化の追求、手書 きインターフェースや

アプリケーションの展開などで経験 と実績 を積んできた。

これ らの研究成果が、「狭 き門Jと 言われる」STの大学発

ベ ンチャー創出推進事業の委託研究開発につながることに

なる。

■ 電子 カル テな ど各分野 に応用

同社の認識技術 は、「筆記枠あ りJの 文字列認識で

995%、 「筆記枠なし」では96%の認識率を達成するなど、

世界屈指の高精度な手書き認識技術を確立している。認識

技術の「高速化」にも努めており、処理速度をこれまでの

3分の 1に スピー ドアップするなど、手書きから文字認識結

果までス トレスのない速度となっている。また筆記文字を

自由に認識させる技術 として、斜めや縦の文字列の認識に

も対応している。特に縦の文字列の認識は日本語特有のも

のであり、海外の他社に負けない強みとなっている。

こうした高速・高精度の手書 き認識技術は、医療・金

融・保険・教育と各分野で応用が始まっている。医療現場

ではすでに手書きの電子カルテとして利用されている。一

般のカルテはキーボー ド入力であるのに対し、同社の場合、

従来の紙カルテに入力する方法で電子カルテ化する点が特

徴だ。
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